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日
本
画
科

一本

科

―

1
0

二

六

二

六

ニ

ー

九

三

九

―-l

油

科

本

科

四

二

四

二

四

九

ー

一

六

九

一

五

八

一

六

六

特

別

学

生

四

四

八

区

画

別

⑥
 
各
科
生
徒
級
別
現
員
表

昭
和
二
十
三
年
四
月

一
日

岡

田

建工
橋築山芸近

科
科岸漆藤熊
工
寿部

本

邦

藤

斎新北倉久
保
持庭

真

⑤

卒

業

昭
和
二
十
三
年
九
月
十
七
日
付
で
工
芸
科
図
案
部
松
岡
謙
造
が
卒
業
し
た
。

熊
工
芸
科
図
案
部

伊

藤

應

井

治

沢

義

関

ロ

木

内

山

本

直

久

谷

野

ロ

鎮

博夫

秀

郎雄誠

上

野

泰

郎

雄
三
郎

康

勝
於
菟

一

工
芸
科
鍛
金
部

鑑

郎衛

栄

昭

十
月
十
二
日

松

本

平

大

徳俊

田

中宮

弘

島崎

鈴

堂彦

健

彫
加刻岩小寺
科

井野村藤木
彫
祐部

阿

正

藤飯

田

田

文

治

矢
六
月
七
日

建

築

科

粟

冠
野

博

正

良

中

田

美

治

広

禎

工
芸
科
図
案
部

田

興

典蒋造

西

木

春

工
芸
科
鋳
金
部大

由

部

師

範

科

堀

越

堀

江

梅

政孝馨
四
郎 寿

高 川 浜末木佐

； 下

猛

彦
磐

六
月
十
六
日

彫
刻
科
塑
造
部

村

井

真

野

崎

マ
マ

〔前
出
〕

岩

田

百

夫

阿武

允

金
日
本
画
科子

省

吾

富

田

宗

作

二
十
三
年
二
月
病
死
。

特
に
遺
作
を
以
て
卒
業

と
す
る
。

五
月
三
十
日

田

中

田

健智

工
芸
科
鍛
金
部

内

芳

夫

山

本

敬

塩

出

秀

郎

J I | 

沢

幸

雄

田

中

郎

田

光

彫
刻
科
塑
造
部

内

幸

雄

深緒

方

正

祥

菅

原川

嘆淳

治

梨

本

茂

江

玄

武

ロ

男

森

日

吉

力

村

工
芸
科
彫
金
部

中

敏

夫

山
喜
多

次
世
志

康

④

卒

業

昭
和
二
十
三
年
中
、
卒
業
制
作
未
完
成
の
た

め
卒
業
延
期
中
で
あ
っ
た
左
記

の
生
徒
が
卒
業
し
た
（
三
月
二
十
四
日
付
）
。

五
月
十
八
日

油

画

科

矢

部

行
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新
制
大
学
へ
の
移
行
計
画
が
進
捗
し
た
た
め
、
本
年
度
か
ら
生
徒
募
集
が
停

止
さ
れ
た
。
停
止
の
主
旨
と
今
後
の
入
学
志
望
者
の
心
得
に
つ
い
て
、
村
田
良

策
は
次
の
よ
う
に
公
表
し
た
。

⑦
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五
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ニ
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七
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五
―

1

1

1
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鋳
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部

＿本

科

八

漆

工

部

本

科

―

―

―

八

l

七

八

一
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四
八
一

四
八

築

科

本

科

―

ニ

ニ

四

八

l
-
0
-

―
六

四

六

四

一
九
一
九

特

別

学

生

一

範

科

本
科
小
計

―

-

―

七―――
-―
九
一

特
別
学
生

一

八
＿

四
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n
 

選
科

—
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ー

特
別
研
究
生

「
ー
ー
一
—
|
|

口
釘
口
釦

t
 

き
＂

師 建 工 芸 科 彫刻科 I

六

六
三
制
の
学
校
教
育
新
体
制
の
線
に
沿
っ
て
、
東
京
美
術
学
校
は
本
二
十

三
年
度
の
予
科
を
募
集
し
な
い
こ
と
に
決
定
し
た
（
二
月
二
十

一
日
官
報
発

表
）
。
学
校
の
内
に
い
る
も
の
の

一
人
と
し
て
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
訊
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
分
明
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
、
わ
た
＜

し
個
人
の
希
望
や
学
校
の
今
の
状
況
な
ど
を
率
直
に
の
べ
て
み
た
い
。

終
戦
後
本
年
度
ま
で
、
従
前
の
や
り
か
た
と
異
っ
て
い
る
点
は
大
体
次
の

と
お
り
で
あ
る
。
第
一
に
予
科
一
年
間
は
全
く
の
長
期
入
学
試
験
の
よ
う
な

も
の
で
、
基
礎
学
科
と
、
各
科
別
な
し
に
共
通
基
本
実
技
（
デ
ッ
サ
ソ
等
）

を
課
し
凡
て
必
修
と
し
た
。
そ
し
て
之
等
数
課
の
上
で
も
又
人
物
の
上
で
も

本
科
へ
進
級
の
資
格
や
素
質
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
生
徒
は
除
籍
し
、
早
く

他
の
方
面
に
志
し
て
も
ら
っ
た
方
が
園
家
の
た
め
に
も
、
当
人
の
た
め
で
も

あ
る
と
い
う
こ
と
。
従
っ
て
予
科
生
は
ず
い
ぶ
ん
つ
ら
い

一
年
間
で
あ
っ
た

と
思
う
。
次
に
本
科
は
四
年
で
あ
る
が
、
学
科
は
箪
位
制
と
し
、
規
定
の
輩

位
数
を
修
得
し
、
各
年
度
の
実
技
試
験
に
合
格
点
を
取
っ
た
も
の
は
満
三
ヶ

年
本
科
在
学
後
は
い
つ
で
も
卒
業
制
作
を
提
出
し
て
卒
業
し
得
る
と
い
う
こ

と
、
つ
ま
り

一
年
早
く
卒
業
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。
第
三
に
、
本
科
は
四
ヶ

年
で
あ
る
が
、
優
秀
な
生
徒
で
勉
強
を
続
け
た
い
な
ら
、
（
当
人
の
希
望
、

或
は
科
の
先
生
の
希
望
に
従
う
）
六
ヶ
年
ま
で
在
学
し
て
も
宜
し
い
と
い
う

中
に
送
り
出
し
、

こ
と
。
之
等
の
こ
と
は
家
庭
の
状
況
で
早
く
出
た
い
も
の
は
一
年
早
く
世
の

一
方
本
当
に
秀
れ
た
生
徒
に
は
充
分
勉
強
の
機
会
を
典
え

た
い
と
い
う
主
旨
か
ら
で
あ
っ
た
。

別
に
二
十

一
年
度
か
ら
男
女
共
学
制
を

取
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ー
ー
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
1

東
京
美
術
学
校
を
志
望
す
る
人
々
へ
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